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相談可能日 毎日 週１日 ほぼ毎日
勤務時間 １日 １日（４～８H） ３～４H
来談の自由 自由 予約 予約・自由
被相談者 養護教諭 SC 相談員
専門性 養護教育の専門家 心理の専門家 準専門家
相談以外の業務 あり あり なし


















































































臨床心理士 精神科医 大学教授等 大学院修了者等 実務経験
H29
北海道 117（68.0%） 0（0%）  9（5.9%） 8（4.6%） 38（22.1%）
札幌市  97（99.0%） 0（0%）  1（1.0%） 0（0%）  0（0%）
H28
北海道  99（63.1%） 0（0%） 10（6.4%） 8（5.1%） 40（25.5%）











































単独校 拠点校 対象校 巡回校 計
北海道（小） 11校 ― 124校 36校 171校
札幌市（小） 17校 ― 186校 ― 203校
北海道（中） 164校 119校 ― 23校 306校
札幌市（中） 3校 96校 ― ― 99校
表７　北海道・札幌市の配置形態によるSCの勤務日数と時間
単独校 拠点校 対象校 巡回校
北海道（小） 週１日（4H） ― 年１日（4H） 月１日（4H）
札幌市（小） 月１日（5～6H） ― 月１日（5～6H） ―
北海道（中） 週１日（4H） 週１日（4H） ― 月１日（4H）
札幌市（中） 週１日（8H） 週１日（8H） ― ―
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SCが効果的な支援者であるためには，任用形態や運用面で工夫が急務で，実際に学校を訪問
し児童生徒等と関わる時間を十分に確保するとともに，SCを受け入れる学校体制の整備や業
務内容の精査が重要である。
　また北海道ではSCの採用に関し対象者の幅を広げていることから，北海道教育委員会は「採
用者のカウンセリングについての経験に差があり，研修内容の設定や講師の選定について，今
後も検討を重ねていく必要がある」とSCの資質向上について指摘している。SC同士がともに
交流し合えるネットワークづくりをすすめるとともに，スーパーバイザー等による支援体制や
研修制度の充実が求められるが，札幌市のSC活用事業などを参考にしながら，北海道の特徴
を生かしたSCの活用となることを期待したい。またSCを受け入れる校内の窓口として，教育
相談コーディネーターの役割と業務を明確化し，外部資源をチーム学校の一員として効果的に
活用することが望まれる。
Ⅴ．考察
１　研究を通して
　本稿では生徒指導・教育相談の充実を目的に，それらを支える外部資源について検討を行っ
た。全国の中学校を対象にすすめられた「心の教室相談員活用調査研究委託事業」は，SCの
ような高い専門性は求められないもののSCに比べ，生徒と過ごすふれあう時間は多く，一緒
に勉強したり，お話をしたり，時には心配事や悩みなどを打ち明けるなど，生徒たちにとって
は身近な存在であった。相談員は，わずか６年という短い期間での事業であったが，子どもた
ちへの効果的な援助，教職員との連携など，学校現場に与えた影響は大きく，その取組の廃止
が悔やまれる。特に北海道ではSCの配置が難しい地域や学校においては，それに代わる相談
員のような立場の外部資源は有効であると考える。　
　SCに関しては，札幌市のSC活用事業と比較しながら北海道の現状を検証した。北海道教育
委員会は，令和元年度のスクールカウンセラーの配置率を全道平均78%，小学校平均76.3%と
図３　北海道と札幌市の SC配置率（北海道教育委員会発表資料をもとに筆者が作成）
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発表しているが，本資料は配置計画であり，SCの配置形態や具体的な業務内容については報
告されていない。確かにここ数年，北海道のSC配置率は向上しているとは言え，札幌市や全
国に比べ現状は厳しく，特に小学校の実態については改善が求められる。北海道のSC活用事
業の充実に向け，人材確保や研修体制など札幌市の実践から学ぶことは多い。小規模校やへき
地校など北海道教育が抱える課題は少なくないが，北海道の特徴を生かしたSC活用事業の充
実は可能であると考える。
　文部科学省は，2020年度概算要求主要事項として，一人一人の「可能性」と「チャンス」を
最大化するための教育政策を掲げている。その中には，専門スタッフ・外部人材の拡充が設け
られ，多彩な人材がサポートスタッフとして学校の教育活動に参画することを推し進めている。
これまでのSCや相談員たちの成果と課題などの実践は，そうしたスタッフの活動を活かす貴
重な資料となると考える。
２　今後の課題
　今回は外部資源として心の教室相談員とSCのみの報告となったが，今後の予定としてSSW
やその他の外部資源について検討する。例えば，札幌市が学びのセーフティネットとして推進
している「学びのサポーター活用事業」や「心のパートナー（相談支援パートナー）」等につ
いて検証し，北海道の外部資源活用のあり方として提言したい。また現在，生徒指導・教育相
談の充実にむけ教育相談コーディネーターの配置・指名が全国的にすすめられている。目的や
業務内容は異なるものの「コーディネーター」の職名で学校内に取り入れられたものとして，
特別支援教育コーディネーターがある。教育相談コーディネーターの配置に関して，それらか
ら学ぶ点は多い。特別支援教育コーディネーターの成果や課題などを検証することで，教育相
談コーディネーターの役割や業務内容などについて明らかにしていきたい。
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